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　「石川」の文字と石川の地形をデザイン化したものです。
　地色の青は、日本海と豊かな緑・清い水・澄んだ空気と
いう恵まれた石川の自然環境を表します。

制定　昭和 47 年 10 月 1 日
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表 紙 説 明
油彩「春めく」（ゆさい「はるめく」）
　　村田　省蔵（むらた　しょうぞう）作

平成10年制作　　石川県立美術館所蔵

１　統計表で年とは暦年（１月～12月）、年度とは会計年度（４月～翌年３月）の事実を
　示し、年月日の期日は調査時点を表すものです。
２　本表に掲げた数のうち、これまで発表した数と異なるものがあるのは、その後の訂正
　によるものです。
３　端数処理の関係で合計と内訳の計が一致しないものがあります。
４　統計表中の符号の用法は次のとおりです。
　　０　単位未満　　―　皆無または記入を要しないもの　　△　減少
　　…　不詳

　稲架木（はさぎ）は田のあぜ道に沿って、たも木やはんの木を植えて、稲の収穫時に木々に横木を渡して
稲の乾燥に利用するものである。かつては農村風景としてよく見られたが、機械化が進んで徐々に不要と
なっていった。作者は越後平野でこの稲架木を目にして心をひかれ、十数年に渡りテーマとして取り組み続
けた。
　本作では凛として立つ稲架木の列を前景、中景、後景に配して広大な空間を描き出し、その空を稲穂の黄
金色とすることにより、間近な春の暖かさを表わすと共に、稲架木が見守る秋の実り豊かな収穫を象徴させ
ている。第３０回日展に出品し、内閣総理大臣賞を受けている。

県　　鳥
（イヌワシ）

県　　木
（ア　　テ）

郷土の花
（クロユリ）

昭和40年1月1日指定
　白山連峰に生息する日本最大級のワシ
で、翼を広げると２ｍにもなります。全
体に黒っぽい茶色をしており、切り立っ
た谷間の空をゆうゆうと飛んでいる姿
は、貫禄があり、その雄々しい姿と勇猛
果敢な性質からは広大・進取の気風が感
じられます。
　県内には30～40羽が住んでいると推
定されますが、全国的に見ても300羽ぐ
らいしかいないことから、非常に貴重で
す。

昭和41年10月1日指定
　緑の環境づくりと愛樹思想の啓発を目
的に県民から公募し、指定されました。
能登地方に多く生息し、本県独特の造林
樹種で家具、建築材や輪島漆器の木地に
も多く使われています。「アテ」の名は
ヒノキアスナロの北陸での地方名です。

昭和29年3月19日決定
　NHKにより、「郷土の花」として選ば
れたものです。霊峰白山の弥陀が原、室
堂平付近（標高2,300～2,500ｍ）に多
く自生しています。風雪に耐え、可憐に
美しく咲くクロユリは、広く県民から親
しまれています。
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